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General Comments: 
岡山国際サーキットは、我々Zとの相性はそこそこ良いと感じていましたが、特にSupra勢はかなり強力だと考えていました。

我々12号車にとっては、まずはしっかりと生き残ってポイントを持ち帰る事をターゲットとし、戦うと決めていました。

Qualify : P9
今シーズンから変更となった予選方式。昨年はQ1を8番手以内で終えなければ、Q2に進出できなかったのですが、

今シーズンからは、Q1とQ2のタイムを合算し、その合算タイムで決勝順位が決められるという方式となりました。
更にQ1からQ2では同じタイヤを継続して使わなくてはならないので、2人のドライバーの平均タイムが早くなるようにタイヤを
選択する事がカギとなっています。
そして、今回の予選、自身はQ1を担当し7番手で終えました。Q2を担当したBaguette選手は9番手で終え、
僕ら2人のタイムを合算すると、決勝は9番手からのスタートとなりました。
まずは、きちんとポイント圏内からスタートする事が重要でしたので、ターゲットはクリア出来ました。決勝では、更にポジションを
上げて多くのポイントを持ち帰るように、チームとBaguette選手と沢山のミーティングを重ねて決勝に備えました。

450㎞ Race : P11
スタートは、勿論Baguette選手が担当しました。
彼なら必ずスタートでいくつかポジションを上げてくれると、チームも自身もそう信じています。
そして、Baguette選手はスタートが切られた瞬間から、僕らの期待に応えてくれて2つのポジションアップし7番手となりました。
しかし、スタートした周のT8で思いもよらぬ出来事が待ち受けていました。T8へ向けて進入したBaguette選手はフロントタイヤを
ロックさせてしまい、目の前にいた車両に接触。マシンにもダメージを負ってしまいました。その後、Pitへ入りタイヤ交換と給油を
済ませてロングスティントを実施し、52周目に自身に交代。何とかポイント圏内までプッシュし続けましたが、一歩と届かず11位で終え
る事となりました。



先はまだ長い
スポンサーの皆様、開幕戦岡山の応援有難う御座いました！

シーズンを通して絶対にやってはいけないノーポイントを開幕戦から

やってしまい、悔しい思いと申し訳ない思いでいっぱいです。

しかし、同じドライバーとして、Baguette選手は非常に強く速いドライ

バーで、全開でチャレンジした姿は自身にとっても凄く刺激になりまし

た。Rd.2富士戦に向けては今大会の自身のパフォーマンスを見直し、

出来ていた事、足りていなかった所を見直して次戦に繋げて行きます。

まだまだ、レースは始まったばかりですので、次戦は優勝を目指して

多くのポイントを持ち帰りたいと思います。

強いTeam IMPULをお見せできるように全力で戦いますので、

引き続き、応援を宜しくお願い致します。
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